
自宅での転倒で橈骨遠位端関節内粉砕骨折と尺骨茎状突起骨折を受傷し紹介受診となった。CTで
橈骨月状骨窩のdie-punch陥没骨片を含む関節面の粉砕骨折と橈骨遠位端の橈側を中心とする骨圧壊
欠損を認めた。受傷翌日、粉砕し陥没した橈骨関節面を掌側骨折部から慎重に押し出す様に整復し、
生じた骨欠損部にReBOSSIS-J 0.7gを少しずつ詰め込み掌側ロッキングプレートで内固定した。自家
骨移植は併用せず。 術後の整復固定性は問題無く、単純XPでは分かりづらいもののCTでは骨欠損も
ReBOSSIS-Jで補填されているのが確認できる。術後3ヵ月で骨癒合を獲得し術後6ヵ月で抜釘。最終
調査時、手関節痛無く手関節背屈70°掌屈70°と臨床成績も良好で日常生活上問題なく生活に復帰
できている。
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症 例 写 真

橈骨遠位端関節内粉砕骨折(AO 2R3C3.2)と尺骨茎状突起骨折(AO 2U3A.1)。CTで月状骨窩のdie-punch
陥没骨片を含む関節面の粉砕骨折と橈側を中心とする骨圧壊欠損を認める。

【術前CT】

前額断 矢状断1 矢状断2

掌側面３D

関節面３D

【受傷時XP】

前後 側



症 例 写 真

単純XPでは分かりづらいものの、CTでは月状骨窩のdie-punch陥没骨片を含む関節面の整復も良好で
橈側を中心とする骨欠損部にReBOSSIS-J が十分に補填されているのが確認できる。

【術後XP】

前後 側【術後CT】

前額断 矢状断1 矢状断2

関節面３D
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抜釘後は単純XP でもReBOSSIS-J 補填部が確認できる。整復位は維持され骨癒合は良好。

【術後6か月XP(抜釘後)】

前後 側
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